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図解を作ることでより理解
が深まることを実感した。 

世界の情勢や歴史など複雑な事柄を一
枚の図にする挑戦に取り組んでみたい。 

文章を書いて理解しているつもりでも、図
にすると理解していないことが分かった。 

全体を理解していないと図に
表すことができず、文章でご
まかしていたことを実感した。 

図解することで、自分の見えている範囲
を客観的に知ることができた。仕事のや
り方について考える良い機会になった。 

図解日本史を息子に
読ませようと思います。 

先生の著書を1冊読ま
せていただきました。 

図解はすばらしい。先生の
教えに感服いたしました。 

自分の仕事を図で表現して、
頭の中がスッキリしました。 

図に示すことで、その流や重要度
などが目で確認することができ分
かり易く理解できることが分かった。 

図解することが考える
ことにつながることを
実践でき勉強になった。 

図解することで、仕事の振
り返りを行い業務改革を進
めていきたいと思います。 

図で表すことは難しかった。で
も相手への理解度は文章に比
べて高いので、練習します。 

本当に理解しない
と図解ができない
ことが分かった。 

図解の意味の
理解が深まった。 

早速リーダー塾の終
了レポートの図を作っ
てみようと思います。 

日常の仕事は全部理解している
つもりだったが、図解してみると
そうではないことが分かった。 

分かりやすい図は自
分の理解度の指標に
なることが分かった。 

ＮＰＯのやっている事が分からないと良く言われ
た。図で表せないかと検索したら先生のＨＰにた
どり着いた。これからすぐに実践していきます。 

今日の研修で、自分の頭が硬
直していることと、図解化は頭
を整理できると実感しています。 

自分の仕事を見直すことができ、頭の中がすっきり
した。勉強、法律、条例にしても「分からない奴が悪
い」「理解力が無い奴が悪い」とされがちだったが、
そうとも限らないのではないかと考え方を改めた。 

問題点が明らかになる。 

「市民」の目線が入っ
ておらず、市民目線が
つい漏れてしまうこと
を改めて認識できた。 

苦手な歴史が図解で表現できるとは驚きです。
図が理解できない自分の理解力が低いと
思っていたコンプレックスが解消されました。 

自分の仕事はよく理解しているつもりでし
たが、本当につもりだったと痛感しました。 

図解の鍛錬をします。 

いざ自らの仕事を図にしようと考えると、非
常に難しいものだと感じた。今後はあらゆ
る面で図解を活用してみたいと思う。 

ホームページが分かりや
すそうでとても驚きました。 

目の前の仕事を処理す
ることに集中して、町長
の存在を忘れていました。 

人によって図解の書き方
やアプローチが変わるの
がとても新鮮でした。 

図を書くことで、頭の中がスッキリして
いく感覚があります。企画、難題もの
には図解を活用したいと思います。 

日々の業務では、様々な種類の事務と調整に
追われ、全体像や業務の意味を理解できてい
ないような気がしていました。おかげさまで講義
でだいぶクリアになってきました。 

図解としてしっかり整理することの大
切さを学ぶことができました。 

ちょっとしたことでも図にするくせ
をつけたいと思います。 


